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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】シリンジ等の洗浄液を注入するための部材と着
脱可能かつ内視鏡の口金に対して着脱可能であり、口金
と接続したときの接続保持力が大きい内視鏡洗浄用アダ
プタ取付構造を提供する。
【解決手段】ロック用突部６１は、挿入位置規制手段が
口金２２に当接する当接状態で可動ロック部材５２が第
一スライド位置かつ第一回転位置に位置するとき、第一
回転規制面３０に対して外周側から対向することにより
可動ロック部材の回転を規制し、当接状態で可動ロック
部材が第二スライド位置に位置したとき、回転許容面２
７に対して外周側から対向することにより可動ロック部
材の第二回転位置への回転を許容し、当接状態で可動ロ
ック部材が第二回転位置かつ第一スライド位置に位置し
たとき、第二回転規制面に対して外周側から対向するこ
とにより可動ロック部材の回転を規制する。
【選択図】図３



(2) JP 2016-41172 A 2016.3.31

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部流路を有する内視鏡の本体部の表面に突設した、上記内部流路と連通しかつ両端が
開口する筒状の口金と、
　自身の内部管路の一端側開口を上記口金に接続可能であり、該内部管路へ他端側開口か
ら洗浄液を注入可能な洗浄用アダプタと、
　を備える内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、
　上記口金が、
　外周面に形成した断面非円形形状の第一回転規制面と、
　上記外周面に上記第一回転規制面とは周方向位置を異ならせて形成した、断面非円形形
状の第二回転規制面と、
　上記外周面に形成した、上記第一回転規制面及び上記第二回転規制面よりも上記本体部
側に位置しかつ上記口金の軸線からの径方向距離が上記第一回転規制面及び上記第二回転
規制面よりも短い回転許容面と、
　上記外周面に形成した、上記第二回転規制面と同じ周方向位置に位置しかつ該第二回転
規制面よりも上記本体部から上記軸線方向に離れたロック面と、
　を備え、
　上記洗浄用アダプタが、
　上記内部管路の上記一端側開口を上記口金の内部空間に接続可能である筒状本体部と、
　該筒状本体部に設けた、上記筒状本体部の上記一端側開口を上記口金の上記内部空間に
接続したときに上記口金または上記本体部と当接する当接状態となることにより、該筒状
本体部が上記本体側へ移動するのを規制する挿入位置規制手段と、
　上記筒状本体部に対して第一スライド位置と該第一スライド位置より上記本体部側の第
二スライド位置との間を上記軸線方向にスライド可能かつ上記口金に対して該軸線まわり
に第一回転位置と第二回転位置の間を相対回転可能であり、内周側に向かって突出するロ
ック用突部を有する可動ロック部材と、
　上記可動ロック部材が上記筒状本体部に対して、上記第一スライド位置を超えて上記第
二スライド位置と反対側へ相対スライドするのを規制するスライド規制手段と、
　上記可動ロック部材を上記第一スライド位置側にスライド付勢する付勢手段と、
　を備え、
　上記ロック用突部は、
　上記当接状態で上記可動ロック部材が上記第一スライド位置かつ上記第一回転位置に位
置するとき、上記第一回転規制面に対して外周側から対向することにより上記可動ロック
部材の回転を規制し、
　上記当接状態で上記可動ロック部材が上記第二スライド位置に位置したとき、上記回転
許容面に対して外周側から対向することにより上記可動ロック部材の上記第二回転位置へ
の回転を許容し、
　上記当接状態で上記可動ロック部材が上記第二回転位置かつ上記第一スライド位置に位
置したとき、上記第二回転規制面に対して外周側から対向することにより上記可動ロック
部材の回転を規制することを特徴とする内視鏡洗浄用アダプタ取付構造。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、
　上記可動ロック部材に、上記可動ロック部材の回転方向に離間した第一回転範囲規制面
と第二回転範囲規制面を形成し、
　上記口金に、上記可動ロック部材が上記第二スライド位置に位置するときに上記第一回
転範囲規制面と上記第二回転範囲規制面の間かつ上記第一回転範囲規制面及び上記第二回
転範囲規制面の回転軌跡上に位置し、上記第一回転範囲規制面と当接することにより上記
可動ロック部材が上記第一回転位置から上記一方向と反対方向に回転するのを規制しかつ
上記第二回転範囲規制面と当接することにより上記可動ロック部材が上記第二回転位置か
ら上記一方向に回転するのを規制する回転範囲制限突起を形成した内視鏡洗浄用アダプタ
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取付構造。
【請求項３】
　請求項１または２記載の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、
　上記可動ロック部材が上記第一スライド位置からスライドして上記口金に当接したとき
に、上記可動ロック部材が上記第二スライド位置に位置する内視鏡洗浄用アダプタ取付構
造。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項記載の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、
　上記筒状本体部と上記可動ロック部材に、両者の相対回転を規制する回転規制手段を設
けた内視鏡洗浄用アダプタ取付構造。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項記載の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、
　上記可動ロック部材が、
　上記筒状本体部の外周面に対して自身の内周面がスライド可能に接触する環状部と、
　該環状部の外周側から上記本体部側へ延びる、上記筒状本体部を外周側から覆う筒状部
と、
　を備え、
　上記環状部に貫通孔を形成した内視鏡洗浄用アダプタ取付構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡の口金に対して洗浄用アダプタを取り付けるための内視鏡洗浄用アダプ
タ取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、操作部と、操作部から延びる挿入部と、操作部から挿入部と異なる方向に延
びるユニバーサルチューブと、ユニバーサルチューブの端部に設けたコネクタ部と、を備
えている。
　内視鏡の内部には送気管路と送水管路が設けてある。送気管路と送水管路の一端部は挿
入部の前端面において開口しており、送気管路と送水管路の他端部はコネクタ部に突設し
た口金に接続している。
【０００３】
　内視鏡は内視鏡術の終了後に洗浄する必要がある。
　内視鏡を洗浄する際は、内視鏡全体を収納可能な程度の大きさを有する容器を洗浄液で
満たし、この洗浄液内に内視鏡全体を入れる。そしてブラシ等によって内視鏡の表面を洗
浄する。
　さらに内視鏡の口金にスナップリングを利用して洗浄用アダプタを接続し、容器内の洗
浄液をシリンジ（注射器）に注入した上でシリンジを洗浄用アダプタに接続する。そして
シリンジを操作することにより、シリンジ内の洗浄液を口金側から送気管路及び送水管路
へ勢いよく注入する。すると注入した洗浄液が送気管路及び送水管路の内部を通って挿入
部側の上記一端部（開口）から内視鏡の外部に排出されるので、洗浄液によって送気管路
及び送水管路の内面が洗浄される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第５２２０４３５号公報
【特許文献２】特開２０１３－１３５８４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　スナップリングによる洗浄用アダプタと口金の接続保持力は大きくない。
　そのためシリンジから口金に洗浄液を注入するときの圧力が高い場合には、この圧力に
よって洗浄用アダプタが口金から不意に脱落するおそれがある。
【０００６】
　本発明は、シリンジ等の洗浄液を注入するための部材と着脱可能かつ内視鏡の口金に対
して着脱可能であり、口金と接続したときの接続保持力が大きい内視鏡洗浄用アダプタ取
付構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造は、内部流路を有する内視鏡の本体部の表面に
突設した、上記内部流路と連通しかつ両端が開口する筒状の口金と、自身の内部管路の一
端側開口を上記口金に接続可能であり、該内部管路へ他端側開口から洗浄液を注入可能な
洗浄用アダプタと、を備える内視鏡洗浄用アダプタ取付構造において、上記口金が、外周
面に形成した断面非円形形状の第一回転規制面と、上記外周面に上記第一回転規制面とは
周方向位置を異ならせて形成した、断面非円形形状の第二回転規制面と、上記外周面に形
成した、上記第一回転規制面及び上記第二回転規制面よりも上記本体部側に位置しかつ上
記口金の軸線からの径方向距離が上記第一回転規制面及び上記第二回転規制面よりも短い
回転許容面と、上記外周面に形成した、上記第二回転規制面と同じ周方向位置に位置しか
つ該第二回転規制面よりも上記本体部から上記軸線方向に離れたロック面と、を備え、上
記洗浄用アダプタが、上記内部管路の上記一端側開口を上記口金の内部空間に接続可能で
ある筒状本体部と、該筒状本体部に設けた、上記筒状本体部の上記一端側開口を上記口金
の上記内部空間に接続したときに上記口金または上記本体部と当接する当接状態となるこ
とにより、該筒状本体部が上記本体側へ移動するのを規制する挿入位置規制手段と、上記
筒状本体部に対して第一スライド位置と該第一スライド位置より上記本体部側の第二スラ
イド位置との間を上記軸線方向にスライド可能かつ上記口金に対して該軸線まわりに第一
回転位置と第二回転位置の間を相対回転可能であり、内周側に向かって突出するロック用
突部を有する可動ロック部材と、上記可動ロック部材が上記筒状本体部に対して、上記第
一スライド位置を超えて上記第二スライド位置と反対側へ相対スライドするのを規制する
スライド規制手段と、上記可動ロック部材を上記第一スライド位置側にスライド付勢する
付勢手段と、を備え、上記ロック用突部は、上記当接状態で上記可動ロック部材が上記第
一スライド位置かつ上記第一回転位置に位置するとき、上記第一回転規制面に対して外周
側から対向することにより上記可動ロック部材の回転を規制し、上記当接状態で上記可動
ロック部材が上記第二スライド位置に位置したとき、上記回転許容面に対して外周側から
対向することにより上記可動ロック部材の上記第二回転位置への回転を許容し、上記当接
状態で上記可動ロック部材が上記第二回転位置かつ上記第一スライド位置に位置したとき
、上記第二回転規制面に対して外周側から対向することにより上記可動ロック部材の回転
を規制することを特徴としている。
【０００８】
　上記可動ロック部材に、上記可動ロック部材の回転方向に離間した第一回転範囲規制面
と第二回転範囲規制面を形成し、上記口金に、上記可動ロック部材が上記第二スライド位
置に位置するときに上記第一回転範囲規制面と上記第二回転範囲規制面の間かつ上記第一
回転範囲規制面及び上記第二回転範囲規制面の回転軌跡上に位置し、上記第一回転範囲規
制面と当接することにより上記可動ロック部材が上記第一回転位置から上記一方向と反対
方向に回転するのを規制しかつ上記第二回転範囲規制面と当接することにより上記可動ロ
ック部材が上記第二回転位置から上記一方向に回転するのを規制する回転範囲制限突起を
形成してもよい。
【０００９】
　上記可動ロック部材が上記第一スライド位置からスライドして上記口金に当接したとき
に、上記可動ロック部材が上記第二スライド位置に位置してもよい。
【００１０】
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　上記筒状本体部と上記可動ロック部材に、両者の相対回転を規制する回転規制手段を設
けてもよい。
【００１１】
　上記可動ロック部材が、上記筒状本体部の外周面に対して自身の内周面がスライド可能
に接触する環状部と、該環状部の外周側から上記本体部側へ延びる、上記筒状本体部を外
周側から覆う筒状部と、を備え、上記環状部に貫通孔を形成してもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の内視鏡の口金に対して洗浄用アダプタの筒状本体部を接続しかつ挿入位置規制
手段を口金または内視鏡の本体部と当接させた当接状態で、第一スライド位置かつ第一回
転位置に位置していた可動ロック部材を第二スライド位置にスライドさせた後に第二回転
位置かつ第一スライド位置に位置させると、可動ロック部材に設けたロック用突部が口金
に設けたロック面に対して本体部側から当接する。すると可動ロック部材及び筒状本体部
の本体部から離れる方向への移動が規制され、さらに挿入位置規制手段と口金または内視
鏡の本体部との当接関係によって可動ロック部材及び筒状本体部の本体部側への移動が規
制される。さらにロック用突部が口金の第二回転規制面に対して外周側から対向すること
により、可動ロック部材の回転を規制する。
　このようにして洗浄用アダプタを口金に接続すると、洗浄用アダプタが口金に対して大
きな接続保持力を伴いながら接続する。従って、洗浄用アダプタに接続したシリンジから
口金に洗浄液を注入するときの圧力が高い場合であっても、この圧力によって洗浄用アダ
プタ（及びシリンジ）が口金から不意に脱落するおそれは殆どない。
【００１３】
　また可動ロック部材を第二スライド位置に戻した後に第一回転位置まで回転させさらに
第一スライド位置までスライドさせれば、洗浄用アダプタを口金から取り外すことが可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態の内視鏡の全体図である。
【図２】洗浄用アダプタの分解斜視図である。
【図３】送気送水口金と洗浄用アダプタの分離状態の斜視図である。
【図４】送気送水口金の平面図である。
【図５】送気送水口金と洗浄用アダプタの分離状態の縦断側面図である。
【図６】可動ロック部材が第一スライド位置かつ第一回転位置にある洗浄用アダプタを送
気送水口金に接続したときの図５と同様の縦断側面図である。
【図７】図６のVII－VII矢線に沿う断面図である。
【図８】可動ロック部材が第二スライド位置かつ第一回転位置に移動したときの図５と同
様の縦断側面図である。
【図９】図８のIX－IX矢線に沿う断面図である。
【図１０】可動ロック部材が第二スライド位置かつ第一回転位置に移動したときの送気送
水口金と洗浄用アダプタの斜視図である。
【図１１】可動ロック部材が第二スライド位置かつ第二回転位置に移動したときの送気送
水口金と洗浄用アダプタの斜視図である。
【図１２】左半部は可動ロック部材が第二スライド位置かつ第二回転位置に移動したとき
を示しかつ右半部は可動ロック部材が第一スライド位置かつ第二回転位置に移動したとき
を示す図５と同様の縦断側面図である。
【図１３】可動ロック部材が第一スライド位置かつ第二回転位置に移動したときの送気送
水口金と洗浄用アダプタの斜視図である。
【図１４】可動ロック部材（全体）が第一スライド位置かつ第二回転位置に移動したとき
の図１２のXIV－XIV矢線に沿う断面図である。
【図１５】洗浄用容器に入れた洗浄液に内視鏡を浸したときの洗浄用容器を断面視で示す
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図である。
【図１６】変形例の洗浄用アダプタの分解斜視図である。
【図１７】変形例の洗浄用アダプタの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の一実施形態について説明する。
　本実施形態の内視鏡洗浄用アダプタ取付構造は、内視鏡１０と、内視鏡１０に対して着
脱可能な洗浄用アダプタ４０とを具備している。
　まずは内視鏡１０の詳しい構造について説明する。
【００１６】
　図１に示す内視鏡１０は医療用の電子内視鏡であり、操作部１１と、操作部１１から延
びる柔軟な挿入部１２と、操作部１１から挿入部１２とは異なる方向に延びるユニバーサ
ルチューブ１７と、ユニバーサルチューブ１７の末端に設けたコネクタ部１８（本体部）
と、を有している。挿入部１２は、先端側から順に先端部１３、湾曲部１４及び可撓管部
１５を有しており、さらに可撓管部１５が連結部１６を介して操作部１１に接続している
。周知のように、操作部１１に設けた湾曲操作ノブ１１ａ、１１ｂを回動操作すると挿入
部１２の湾曲部１４が湾曲される。コネクタ部１８は、内視鏡１０とは別体かつ光源を具
備するビデオプロセッサ（図示略）に着脱可能である。
【００１７】
　先端部１３は硬性部材により構成されており、該先端部１３の先端面には図示を省略し
た対物レンズや配光レンズ（照明窓）が設けてある。内視鏡１０の内部には、ユニバーサ
ルチューブ１７のコネクタ部１８のスリーブ１８ａから挿入部１２の先端部１３まで延び
るライトガイドファイババンドル（図示略）が配設してあり、ライトガイドファイババン
ドルの先端部が配光レンズに接続している。
　内視鏡１０の内部には、先端部１３内に配設した撮像素子（図示略）からコネクタ部１
８のスリーブ１８ｂまで延びる画像信号伝送用ケーブル（図示略）が設けてある。対物レ
ンズで結像した観察像は、この画像信号伝送用ケーブルを介して電子画像信号としてビデ
オプロセッサの画像処理装置に送られる。
【００１８】
　挿入部１２の内部には吸引管路１９（内部流路）が設けてある。吸引管路１９の出口側
開口は先端部１３の端面に設けてあり、吸引管路１９の入口側開口は操作部１１、ユニバ
ーサルチューブ１７、及びコネクタ部１８を貫通して、コネクタ部１８に設けた吸引口金
（図示略）に接続している。
　吸引管路１９の中間部は、操作部１１に設けた吸引用シリンダ（図示略）と連通してい
る。吸引用シリンダは底部が閉塞し底部と反対側が開口する筒状部材である。吸引用シリ
ンダの内部にはピストンがスライド自在に挿入してあり、当該ピストンと一体化した吸引
ボタン３７が吸引用シリンダの外側に突出している。
【００１９】
　挿入部１２、操作部１１、ユニバーサルチューブ１７、及びコネクタ部１８の内部には
、これらを貫通する送気管路２０（内部流路）と送水管路２１（内部流路）が設けてあり
、送気管路２０と送水管路２１の出口側開口は先端部１３の先端面において開口している
。送気管路２０の入口側開口は、コネクタ部１８に突設した送気送水口金２２（口金）に
接続している。さらに送水管路２１の入口側開口も送気送水口金２２に接続している。
　送水管路２１と送気管路２０の中間部は、操作部１１に設けた送気送水用シリンダ（図
示略）と連通している。送気送水用シリンダは、底部が閉塞し底部と反対側が開口する筒
状部材である。送気送水用シリンダの内部にはピストンがスライド自在に挿入してあり、
このピストンと一体化した上面が開口する送気送水ボタン３６が送気送水用シリンダの外
側に突出している。
【００２０】
　図３、図４等に示すように送気送水口金２２は、コネクタ部１８に固定状態で接続する
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基部２３と、基部２３に接続する環状フランジ２４と、環状フランジ２４に接続する中間
小径部２６と、中間小径部２６に接続しかつ送気送水口金２２の先端部を構成する頭部２
８と、を備えている。基部２３、環状フランジ２４、及び中間小径部２６は送気送水口金
２２の軸線ＣＬ１を中心とする回転対称形状であり、環状フランジ２４は基部２３より大
径であり、中間小径部２６は基部２３及び環状フランジ２４より小径である。環状フラン
ジ２４の中間小径部２６側の面は軸線ＣＬ１に対して直交するストッパ面２５を構成して
いる。中間小径部２６の外周面は軸線ＣＬ１を中心とする円筒面である回転許容面２７に
より構成してある。頭部２８は中間小径部２６より大径であり、その外周面には軸線ＣＬ
１を中心とする円筒面の一部をなす部分円筒面２９が形成してある。さらに頭部２８の外
周面の互いに周方向に１８０°離間した二カ所には、送気送水口金２２の径方向に対して
直交しかつ互いに平行をなす平面からなる第一回転規制面３０が形成してある。また頭部
２８の外周面には、二つの第一回転規制面３０から周方向に９０°ずつ離間しかつ軸線Ｃ
Ｌ１方向位置が第一回転規制面３０と同じである二つの第二回転規制面３１が、送気送水
口金２２の径方向に対して直交しかつ互いに平行をなす平面として形成してある。軸線Ｃ
Ｌ１から第一回転規制面３０までの径方向距離及び軸線ＣＬ１から第二回転規制面３１ま
での径方向距離は互いに同一であり、かつ、これらの径方向距離は軸線ＣＬ１から回転許
容面２７までの径方向距離より長くかつ軸線ＣＬ１から部分円筒面２９までの径方向距離
より短い。また第一回転規制面３０及び第二回転規制面３１は回転許容面２７より頭部２
８側に位置している。頭部２８の周方向に１８０°離間した二カ所には、二つの第二回転
規制面３１と連続しかつ部分円筒面２９よりも外周側に突出する二つの回転範囲制限突起
３２が突設してある。また送気送水口金２２は、第二回転規制面３１と同じ周方向位置に
位置しかつ第二回転規制面３１よりも頭部２８の端面側に位置するロック面３３を備えて
いる。このロック面３３は、ストッパ面２５と軸線ＣＬ１と平行な方向に対向する平面に
よって構成してある。そして送気送水口金２２の内部には、送気送水口金２２を軸線ＣＬ
１方向に貫通しかつ送気管路２０及び送水管路２１の入口側開口と連通する内部空間３４
が形成してある。さらに内部空間３４の内周面には軸線ＣＬ１を中心とする環状凹溝３５
が凹設してある（図５、図６等を参照）。
【００２１】
　内視鏡１０の送気送水口金２２に対して着脱可能な洗浄用アダプタ４０は以下の構造で
ある。
　洗浄用アダプタ４０は大きな構成要素として筒状本体部４１、Ｏリング５０、可動ロッ
ク部材５２、圧縮コイルバネ６３（付勢手段）、及びナット６５（スライド規制手段）を
具備している。
　金属製の筒状本体部４１は洗浄用アダプタ４０の軸線ＣＬ２を中心とする略回転対称を
なす（接続用フランジ４３を除いて回転対称）形状である。筒状本体部４１はその一端部
を構成するシリンジ接続部４２と、シリンジ接続部４２に連なりかつシリンジ接続部４２
より大径の雄ネジ部４４と、雄ネジ部４４よりやや大径の中間部４５と、中間部４５の長
手方向の中央近傍に突設した中間部４５より大径のリテーナ４６（挿入位置規制手段）と
、筒状本体部４１の外周面のシリンジ接続部４２と反対側の端部近傍に凹設した環状のＯ
リング取付溝４７と、を有している。シリンジ接続部４２の先端部には外周側に向かって
突出しかつ断面非円形形状の接続用フランジ４３が設けてある。筒状本体部４１の内部に
は筒状本体部４１を軸線ＣＬ２方向に貫通する内部管路４８が形成してあり、内部管路４
８の接続用フランジ４３側の端面はテーパ面４９により構成してある。
　弾性材料製のＯリング５０の自由状態における内径はＯリング取付溝４７の内周面の外
径より小さい。Ｏリング５０は、拡径方向に弾性変形させながらＯリング取付溝４７の外
周側に位置させた後に自由状態に戻る方向に弾性復帰させることにより、Ｏリング取付溝
４７に対して嵌合状態で装着してある。Ｏリング５０をＯリング取付溝４７に対して装着
すると、Ｏリング５０は自由状態から僅かに拡径方向に弾性変形した状態となるので、Ｏ
リング５０の内周面がＯリング取付溝４７の内周面に対して圧接する。さらにＯリング５
０の外周面がＯリング取付溝４７の外周側に突出する。
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　金属製の可動ロック部材５２は、軸線ＣＬ２を中心とする環状体である環状部５３と、
環状部５３の外周部から環状部５３と同心をなしながらリテーナ４６側に延びる筒状部５
７と、を具備している。環状部５３の周方向に１８０°離間した二カ所には、筒状部５７
より内周側に位置しかつ環状部５３を軸線ＣＬ２方向に貫通する貫通孔５４が形成してあ
る。さらに環状部５３の外周面には複数の指掛け用凹部５５が凹設してある。また環状部
５３の内周面は、軸線ＣＬ２を中心としかつ中間部４５の外周面と略同径の円筒面である
回転接触面５６により構成してある。筒状部５７の端面には、周方向に１８０°離間した
二カ所に回転範囲制限凹部５８が凹設してある。二つの回転範囲制限凹部５８の周方向の
一方の端面は第一回転範囲規制面５９により構成してあり、他方の端面は第二回転範囲規
制面６０により構成してある。さらに筒状部５７の内周面の環状部５３と反対側の端部に
は、筒状部５７のその他の部位よりも内周側に突出するロック用突部６１が突設してある
。図７、図９等に示すように各ロック用突部６１の対向面（内面）は、洗浄用アダプタ４
０の径方向（軸線ＣＬ２に対して直交する方向）に対して直交しかつ互いに平行をなす平
面により構成してある。
　金属製の圧縮コイルバネ６３はその軸線が軸線ＣＬ２と同軸をなすバネであり、軸線Ｃ
Ｌ２方向に弾性変形可能である。
　金属製のナット６５の内周面には雌ネジ６６が形成してある。
【００２２】
　筒状本体部４１、Ｏリング５０、可動ロック部材５２、圧縮コイルバネ６３、及びナッ
ト６５を互いに組み付けて洗浄用アダプタ４０を構成するには、まずＯリング５０を装着
した筒状本体部４１を接続用フランジ４３側から圧縮コイルバネ６３の内部に挿入し、圧
縮コイルバネ６３の一端をリテーナ４６の接続用フランジ４３側の面に接触させる。続い
て、シリンジ接続部４２（接続用フランジ４３）が回転接触面５６を通り抜けて環状部５
３の外側に突出するまで筒状本体部４１を接続用フランジ４３側から可動ロック部材５２
の内部に挿入する。さらにナット６５の雌ネジ６６を筒状本体部４１の雄ネジ部４４に対
して螺合し（固定し）、ナット６５によって環状部５３をＯリング５０側へ押圧し、環状
部５３とリテーナ４６の間で圧縮コイルバネ６３を自由状態よりも圧縮させる（図５等を
参照）。すると回転接触面５６が中間部４５の外周面に対して軸線ＣＬ２に沿ってスライ
ド可能（かつ相対回転可能）に接触する。
　このようにして洗浄用アダプタ４０を組み立てると、圧縮コイルバネ６３が発生するバ
ネ力によって付勢された可動ロック部材５２の環状部５３がナット６５に当接するので、
可動ロック部材５２はそれ以上は筒状本体部４１（及びナット６５）に対してナット６５
側へ移動できなくなる。このときの可動ロック部材５２の筒状本体部４１に対する軸線Ｃ
Ｌ２方向の位置が「第一スライド位置」である。
【００２３】
　続いて内視鏡１０の使用後に洗浄液を利用して内視鏡１０を洗浄する要領について説明
する。
　図１５に示すように洗浄用容器７０の内部には洗浄液Ｌが入れられている。内視鏡１０
はこの洗浄液Ｌ内に浸しながら洗浄する。但し、内視鏡１０を洗浄用容器７０（洗浄液Ｌ
）に入れる前に内視鏡１０に対して次の作業を行う。
　まず洗浄前に内視鏡１０の送気送水用シリンダと吸引用シリンダから送気送水ボタン３
６（及びピストン）と吸引ボタン３７（及びピストン）を取り外す。さらにコネクタ部１
８の後端部に、スリーブ１８ａ及びスリーブ１８ｂを覆いかつコネクタ部１８に水密状態
で密着する防水カバー６８を被せる（図１５の仮想線参照）。
【００２４】
　続いて（内視鏡１０を洗浄用容器７０に入れる前に）内視鏡１０の送気送水口金２２に
対して洗浄用アダプタ４０を装着する。
　まず可動ロック部材５２を第一スライド位置に位置させた状態の洗浄用アダプタ４０を
送気送水口金２２と同軸状態にする（図３、図５参照）。
　続いて図６、図７に示すように、可動ロック部材５２の一対のロック用突部６１の周方
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向位置を送気送水口金２２の一対の第一回転規制面３０の周方向位置と一致させながら筒
状本体部４１のＯリング５０側の端部を送気送水口金２２の頭部２８側から内部空間３４
に挿入する。すると筒状本体部４１のリテーナ４６よりＯリング５０側に位置する部分の
外周面が内部空間３４の内周面に接触するので、洗浄用アダプタ４０の送気送水口金２２
に対する倒れが規制される。
　さらにＯリング５０の外周側端部を環状凹溝３５に係合させながらリテーナ４６を頭部
２８の端面に当接させる。するとＯリング５０の内周部と外周部が筒状本体部４１と送気
送水口金２２に対してそれぞれ水密状態で接触する。またリテーナ４６と頭部２８によっ
て、洗浄用アダプタ４０の送気送水口金２２に対するコネクタ部１８側へのスライド動作
が規制される。さらに可動ロック部材５２の一対のロック用突部６１が送気送水口金２２
の一対の第一回転規制面３０に対して外周側から対向（接近）する。すると（ロック用突
部６１の内面の回転軌跡上に第一回転規制面３０の一部が位置するため）各ロック用突部
６１と第一回転規制面３０が互いの相対回転を規制するので、ロック用突部６１と第一回
転規制面３０によって可動ロック部材５２の送気送水口金２２に対する相対回転位置が図
６、図７の「第一回転位置」に保持される。
【００２５】
　次いで図８－図１０に示すように、可動ロック部材５２に対してコネクタ部１８へ接近
する方向の外力を付与することにより、圧縮コイルバネ６３の付勢力に抗して第一スライ
ド位置に位置している可動ロック部材５２をその端面（ロック用突部６１）が環状フラン
ジ２４のストッパ面２５に当接する位置までスライドさせる。このときの可動ロック部材
５２の位置が「第二スライド位置」である。可動ロック部材５２が第二スライド位置まで
スライドすると、図８、図９に示すように一対のロック用突部６１が中間小径部２６の回
転許容面２７に対して外周側から対向する。
　第一回転規制面３０より小径である回転許容面２７は各ロック用突部６１の送気送水口
金２２に対する相対回転を許容する（規制しない）。そのため手の指を指掛け用凹部５５
に掛けながら可動ロック部材５２を送気送水口金２２に対して図１０の矢印方向（一方向
。接続用フランジ４３側から洗浄用アダプタ４０を軸線ＣＬ２に沿って見たときの時計方
向）に回転させると、各回転範囲制限凹部５８の第二回転範囲規制面６０が対応する回転
範囲制限突起３２に当接する「第二回転位置」まで回転する（図１１参照）。なお図８－
図１０に示す状態のとき各回転範囲制限凹部５８の第一回転範囲規制面５９が各回転範囲
制限突起３２と接触するため、可動ロック部材５２を送気送水口金２２に対して図１０の
矢印方向と反対方向に回転させることは出来ない。即ち、可動ロック部材５２を第一回転
位置から第二回転位置へ移動させるための可動ロック部材５２の回転方向が上記一方向（
図１０の矢印方向）に制限されている（一方向と反対側への回転が規制されている）ので
、内視鏡１０の洗浄を行う作業者（例えば看護師など）は可動ロック部材５２の第一回転
位置から第二回転位置への回転操作を容易に（迷わずに）行うことが可能である。また第
二回転範囲規制面６０に対して回転範囲制限突起３２が当接すると、可動ロック部材５２
は送気送水口金２２に対して図１０の矢印方向（一方向）に回転不能となる。
【００２６】
　そして、この状態から可動ロック部材５２に付与していた上記外力を消失させると、可
動ロック部材５２が圧縮コイルバネ６３の付勢力によってコネクタ部１８から離れる方向
に自動的にスライドする。すると図１２（の右半部）－図１４に示すように、一対のロッ
ク用突部６１が送気送水口金２２の一対のロック面３３（スライド規制手段）に対してコ
ネクタ部１８側から当接することにより）、可動ロック部材５２が第一スライド位置でス
ライド動作を停止する。このとき可動ロック部材５２の上端とナット６５の下面の間には
僅かな隙間が形成されるが、この隙間は極めて小さい（第一スライド位置と第二スライド
位置の間の上下距離の半分より小さい）。そのため、作業者は可動ロック部材５２が（第
一スライド位置と第二スライド位置の中間位置でスライドを停止しているのではなく）第
一スライド位置までスライドしたことを確実に認識可能である。さらに、このとき可動ロ
ック部材５２の一対のロック用突部６１が外周側から送気送水口金２２の一対の第二回転
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規制面３１と対向する（図１４参照）。すると（ロック用突部６１の内面の回転軌跡上に
第二回転規制面３１の一部が位置するため各ロック用突部６１と第二回転規制面３１が互
いの相対回転を規制するので、ロック用突部６１と第二回転規制面３１によって可動ロッ
ク部材５２の送気送水口金２２に対する相対回転位置が第二回転位置に保持される。即ち
、リテーナ４６と頭部２８によって洗浄用アダプタ４０の送気送水口金２２に対するコネ
クタ部１８側へのスライド動作を規制しかつロック用突部６１とロック面３３によって洗
浄用アダプタ４０（可動ロック部材５２）の送気送水口金２２に対するコネクタ部１８か
ら離間する方向のスライド動作を規制し、さらにロック用突部６１と第二回転規制面３１
によって洗浄用アダプタ４０（可動ロック部材５２）の送気送水口金２２に対する相対回
転を規制するので、洗浄用アダプタ４０が送気送水口金２２に対して大きな接続保持力を
伴いながら接続する。
【００２７】
　このようにして洗浄用アダプタ４０を送気送水口金２２に対して強固に接続したら、内
視鏡１０及び洗浄用アダプタ４０を洗浄用容器７０に充填した洗浄液Ｌ内に入れる（図１
５）。
　そしてブラシ等の洗浄器具（図示略）に洗浄液Ｌを付着させた上で、この洗浄器具によ
って内視鏡１０の表面を洗浄する。
　さらに洗浄用容器７０内の洗浄液Ｌをシリンジ７５（注射器。図１５の仮想線参照）に
注入し、このシリンジ７５のシリンダの先端部を洗浄用アダプタ４０（筒状本体部４１）
の内部管路４８（テーパ面４９）に圧入し、シリンジ７５のシリンダを内部管路４８に対
して同軸状態で固定する。この状態でシリンジのピストンをシリンダ側に押し込むと、当
該ピストンによってシリンダ内の洗浄液Ｌが筒状本体部４１（内部管路４８）及び送気送
水口金２２（内部空間３４）を通して送気管路２０及び送水管路２１へ勢いよく注入され
る。すると注入した洗浄液Ｌが送気管路２０及び送水管路２１を通って先端部１３の先端
面側から内視鏡１０の外部に排出されるので、洗浄液Ｌによって送気管路２０及び送水管
路２１の内面が洗浄される。
　洗浄用アダプタ４０が送気送水口金２２に対して大きな接続保持力を伴いながら接続し
ているので、仮にシリンジ７５から送気送水口金２２に洗浄液Ｌを注入するときの圧力が
高くても、この圧力によって洗浄用アダプタ４０（及びシリンジ７５）が送気送水口金２
２から不意に脱落するおそれは殆どない。
【００２８】
　内視鏡１０の洗浄が終了したら内視鏡１０を洗浄用容器７０（洗浄液Ｌ）から外へ取り
出す。
　そして上記と逆の手順により洗浄用アダプタ４０を内視鏡１０の送気送水口金２２から
取り外す。具体的にはまず、可動ロック部材５２に対してコネクタ部１８へ接近する方向
の外力を付与することにより、圧縮コイルバネ６３の付勢力に抗して第一スライド位置（
かつ第二回転位置）に位置している可動ロック部材５２をその端面（ロック用突部６１）
が環状フランジ２４のストッパ面２５に当接する第二スライド位置（かつ第二回転位置）
に移動させる。すると一対のロック用突部６１が中間小径部２６の回転許容面２７に対し
て外周側から対向するので、手の指を指掛け用凹部５５に掛けながら可動ロック部材５２
を送気送水口金２２に対して第一回転位置（かつ第二スライド位置）まで回転させる。こ
の状態から可動ロック部材５２に付与していた上記外力を消失させると、可動ロック部材
５２が圧縮コイルバネ６３の付勢力によって第一スライド位置（かつ第一回転位置）まで
スライドし、可動ロック部材５２の一対のロック用突部６１が外周側から送気送水口金２
２の一対の第一回転規制面３０と対向する。すると洗浄用アダプタ４０（可動ロック部材
５２）が送気送水口金２２に対してコネクタ部１８から離れる方向にスライド可能となる
ので、洗浄用アダプタ４０にコネクタ部１８から離れる方向の外力を付与して洗浄用アダ
プタ４０を送気送水口金２２から取り外す。
【００２９】
　送気送水口金２２から取り外した洗浄用アダプタ４０には洗浄液Ｌが付着しており、そ



(11) JP 2016-41172 A 2016.3.31

10

20

30

40

50

の一部は環状部５３の内面や中間部４５の外周面或いは筒状部５７の内周面に付着する。
環状部５３、中間部４５、及び筒状部５７で囲まれた環状空間は狭いので、この環状空間
に残った洗浄液Ｌを布等で拭き取るのは容易でない。そのためこの環状空間に残った洗浄
液Ｌは、当該環状空間に注入した水等によって洗い流す必要がある。しかし仮に環状部５
３が貫通孔５４を具備しない場合は、これらの部位に付着した洗浄液Ｌが水等によっても
洗い流されずに環状部５３の内面や中間部４５の外周面或いは筒状部５７の内周面に付着
したままとなるおそれがある。しかし本実施形態では環状部５３に貫通孔５４を形成して
あるので、洗浄用アダプタ４０の接続用フランジ４３を下側に向けた上で上記環状空間に
水等を注入すると環状部５３の内面や中間部４５の外周面或いは筒状部５７の内周面に付
着していた洗浄液Ｌが貫通孔５４を通って環状部５３の外面側に押し流される。そのため
環状部５３の内面や中間部４５の外周面或いは筒状部５７の内周面に付着したままとなる
おそれは小さく、洗浄用アダプタ４０を清潔な状態にすることが可能である。
【００３０】
　以上、上記実施形態を利用して本発明を説明したが、本発明は様々な変形を施しながら
実施可能である。
　例えば図１６、図１７に示す変形例の態様で実施してもよい。
　この変形例の洗浄用アダプタ４０’のリテーナ４６には周方向に１８０°間隔で一対の
回転規制突起４６ａ（回転規制手段）が外周側に向けて突設してあり、筒状部５７には各
回転範囲制限凹部５８と連続しかつ周方向の幅が回転規制突起４６ａと略同一の回転規制
溝５８ａ（回転規制手段）が形成してある。
　この洗浄用アダプタ４０’を組み立てると、図１７に示すように筒状本体部４１側の一
対の回転規制突起４６ａが可動ロック部材５２側の一対の回転規制溝５８ａに対して嵌合
する。回転規制突起４６ａと回転規制溝５８ａの嵌合関係は、可動ロック部材５２が筒状
本体部４１に対していずれのスライド位置に位置するときも維持される。従って、洗浄用
アダプタ４０’を送気送水口金２２に対して接続すると、（第二回転位置かつ第一スライ
ド位置に位置する）可動ロック部材５２の送気送水口金２２に対する相対回転が規制され
るだけでなく、筒状本体部４１の送気送水口金２２に対する相対回転も規制される。
　そのため送気送水口金２２に接続した洗浄用アダプタ４０’の筒状本体部４１に対して
シリンジ７５を接続するときに筒状本体部４１が送気送水口金２２に対して相対回転しな
いので、シリンジ７５を洗浄用アダプタ４０’（筒状本体部４１）に対してより円滑に接
続することが可能になる。
【００３１】
　また送気送水口金２２に設ける第一回転規制面３０、第二回転規制面３１、及びロック
面３３の数及び洗浄用アダプタ４０、４０’に設けるロック用突部６１の数は二つでなく
てもよく、一つや３つ以上であってもよい。
　送気送水口金２２に設ける回転範囲制限突起３２を一つにしかつ可動ロック部材５２に
設ける回転範囲制限凹部５８を一つにしたり、回転範囲制限突起３２と回転範囲制限凹部
５８を３つ以上設けても良い。また送気送水口金２２から回転範囲制限突起３２を省略し
かつ可動ロック部材５２から回転範囲制限凹部５８を省略してもよい。
　洗浄用アダプタ４０、４０’を送気送水口金２２に接続したときに、筒状本体部４１の
一部に形成した挿入位置規制手段（リテーナ４６とは異なる部位に形成したものでもよい
）をコネクタ部１８の一部と当接させることにより、筒状本体部４１がコネクタ部１８側
へ移動するのを規制してもよい。
【００３２】
　可動ロック部材５２を第一スライド位置側に付勢する付勢手段として圧縮コイルバネ６
３以外のものを用いてもよい。
　図１２（の右半部）－図１４になったときに、一対のロック用突部６１を一対のロック
面３３に対して当接させるのではなく、可動ロック部材５２をナット６５（スライド規制
手段）に対して当接させることにより、可動ロック部材５２のスライド動作を第一スライ
ド位置で停止させてもよい。
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　またコネクタ部１８に設けた上記吸引口金（口金）を送気送水口金２２と同じ形状とし
た上でこの吸引口金に洗浄用アダプタ４０、４０’を接続し、この洗浄用アダプタ４０、
４０’に接続したシリンジを利用して吸引管路１９を洗浄してもよい。
　また可動ロック部材５２の端面（ロック用突部６１）が環状フランジ２４のストッパ面
２５より頭部２８側に位置するとき（ストッパ面２５から離間するとき）に可動ロック部
材５２が「第二スライド位置」に位置するようにしてもよい。
　工業用の内視鏡に本発明を適用してもよい。
【符号の説明】
【００３３】
１０　　内視鏡
１１　　操作部
１１ａ　１１ｂ　湾曲操作ノブ
１２　　挿入部
１３　　先端部
１４　　湾曲部
１５　　可撓管部
１６　　連結部
１７　　ユニバーサルチューブ
１８　　コネクタ部（本体部）
１８ａ　スリーブ
１８ｂ　スリーブ
１９　　吸引管路（内部流路）
２０　　送気管路（内部流路）
２１　　送水管路（内部流路）
２２　　送気送水口金（口金）
２３　　基部
２４　　環状フランジ
２５　　ストッパ面
２６　　中間小径部
２７　　回転許容面
２８　　頭部
２９　　部分円筒面
３０　　第一回転規制面
３１　　第二回転規制面
３２　　回転範囲制限突起
３３　　ロック面（スライド規制手段）
３４　　内部空間
３５　　環状凹溝
３６　　送気送水ボタン
３７　　吸引ボタン
４０　４０’　洗浄用アダプタ
４１　　筒状本体部
４２　　シリンジ接続部
４３　　接続用フランジ
４４　　雄ネジ部
４５　　中間部
４６　　リテーナ（挿入位置規制手段）
４６ａ　回転規制突起（回転規制手段）
４７　　Ｏリング取付溝
４８　　内部管路
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４９　　テーパ面
５０　　Ｏリング
５２　　可動ロック部材
５３　　環状部
５４　　貫通孔
５５　　指掛け用凹部
５６　　回転接触面
５７　　筒状部
５８　　回転範囲制限凹部
５８ａ　回転規制溝（回転規制手段）
５９　　第一回転範囲規制面
６０　　第二回転範囲規制面
６１　　ロック用突部
６３　　圧縮コイルバネ（付勢手段）
６５　　ナット（スライド規制手段）
６６　　雌ネジ
６８　　防水カバー
７０　　洗浄用容器
７５　　シリンジ（注射器）
ＣＬ１　送気送水口金の軸線
ＣＬ２　洗浄用アダプタの軸線
Ｌ　　　洗浄液

【図１】 【図２】
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